
２
０
１
９
年
度
の
防
衛
予
算
に
は
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
売
り
込
ん
だ
巨

額
の
兵
器
購
入
が
あ
り
ま
す
。
陸
上
配

備
型
ミ
サ
イ
ル
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ワ
は
２
基
で
２
３
５
２
億
円
（
ミ
サ
イ

ル
本
体
は
別
価
格
）
、
Ｆ
35

戦
闘
機
６

機
の
購
入
費
を
６
８
１
億
円
も
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
兵
器
は
米
国
の
言

い
値
で
、
さ
ら
に
価
格
が
釣
り
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
維
持
管
理
な
ど

の
経
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

５
年
分
割
の
兵
器
ロ
ー
ン
は
19

年
度
で

５
兆
３
千
６
百
億
円
も
あ
り
ま
す
。

安
倍
政
権
は
「
中
国
・
朝
鮮
の
脅
威
」

を
意
図
的
に
創
り
だ
し
、
今
や
軍
事
費

は
聖
域
化
、
こ
の
施
策
が
続
く
限
り
予

算
は
青
天
井
で
増
額
と
な
り
ま
す
。

今
一
度
、
無
駄
な
防
衛
費
を
医
療
・

年
金
・
介
護
・
子
育
て
・
教
育
な
ど
に

充
て
る
べ
き
で
す
。

武
器
の
爆
買
い
の
い
っ
ぽ
う
、
２
０

１
９
年
度
予
算
に
は
10

月
の
消
費
税
率

２
％
増
税
の
た
め
に
、
２
兆
２
８
０
億

円
の
景
気
対
策
費
を
組
み
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
時
の
５
％
還
元
や
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
な
ど
の
一
過

性
の
政
策
や
、
自
動
車
税
や
住
宅
ロ
ー

ン
の
減
税
の
延
長
な
ど
で
消
費
税
増
税

の
強
行
を
狙
い
ま
す
。

消
費
税
は
低
所
得
者
に
は
重
い
税
金

で
す
。
国
民
に
重
い
税
負
担
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
税

の
「
応
分
負
担
」
を
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

安
倍
内
閣
は
「
森
友
・
加
計
」
疑
惑

と
不
正
統
計
問
題
で
は
逃
げ
回
っ
た
あ

げ
く
、
湯
水
の
よ
う
な
軍
事
費
増
額
、

消
費
税
率
引
上
げ
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で
す
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2019年４月号

2019年４月

委員長 岡﨑ひろみ

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
予
算
が
３
月
２
７
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
額
は
１
０

１
兆
４
５
７
１
億
円
と
な
り
、
初
め
て
１
０
０
兆
円
の
大
台
に
の
り
ま
し
た
。
こ
の

予
算
の
問
題
点
の
ひ
と
つ
に
軍
事
費
（
防
衛
費
）
の
６
年
連
続
の
大
盤
振
る
舞
い
が

あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
「
イ
エ
ス
マ
ン
」
で
あ
る
安
倍
首

相
は
、
米
国
兵
器
の
〝
爆
買
い
〟
を
続
け
、
国
民
生
活
の
困
窮
に
目
を
向
け
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
上
に
消
費
税
増
税
。
今
こ
そ
平
和
外
交
を
進
め
、
軍
事
費
を
削
り
生
活
関

連
予
算
に
ま
わ
す
こ
と
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。

最悪の
１９年度予算

（全国商工新聞 第3347号2019年2月4日）

低所得者に重い負担―消費税率１０％へ

そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
い
、
安
倍
政
権
の

米
国
兵
器
の
爆
買
い
と
軍
事
費
増
強

国
民
は

困
窮

そ
れ
で
も
消
費
税
増
税
の
予
算

米
国
言
い
値
の
兵
器
爆
買
い

（ＲｅｇａｉｎｄｅｍｏｃｒａｃｙＪＰより）



①
議
会
・
自
治
体
改
革

■
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
進
め
る
。

■
行
政
の
透
明
性
確
保
と
情
報
公
開
・

提
供
。
各
種
審
議
会
等
へ
の
市
民
参

加
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
充
実
。

■
自
治
体
職
員
の
増
員
と
介
護
や
保

育
関
連
事
業
で
働
く
職
員
の
労
働
条

件
の
引
き
上
げ
と
雇
用
を
拡
大
。

■
自
治
体
と
政
府
は
同
等
。
財
政
自

主
権
を
高
め
る
財
源
配
分
の
適
正
化

と
自
治
・
分
権
を
進
め
る
。

■
市
民
参
加
の
拠
点
と
な
る
公
民
館

や
図
書
館
な
ど
、
社
会
教
育
施
設
の

拡
充
や
利
用
料
を
無
料
へ
。

②
ま
ち
づ
く
り
、
雇
用
の
確
保

■
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
。
企

業
誘
致
や
人
口
対
策
、
鉄
道
政
策
や

駅
前
整
備
、
交
通
弱
者
目
線
で
移
動

の
自
由
を
保
障
す
る
、
市
内
公
共
交

通
確
保
の
充
実
。

■
公
契
約
条
例
制
定
。
自
治
体
関
連

の
人
減
ら
し
を
や
め
さ
せ
、
保
育
所

な
ど
福
祉
の
現
場
の
民
間
委
託
を
直

営
に
戻
す
。

■
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
公
営

堅
持
、
公
営
化
推
進
。

■
歩
道
の
整
備
や
自
転
車
専
用
道
路
、

買
い
物
弱
者
対
策
の
強
化
。

■
中
古
住
宅
改
修
の
助
成
や
流
通
シ

ス
テ
ム
の
整
備
。
空
き
家
対
策
と
中
古

住
宅
利
活
用
を
進
め
る
。

■
農
林
水
産
業
な
ど
の
活
性
化
。

■
公
営
の
農
林
業
生
産
法
人
で
、
雇
用

の
場
の
拡
大
と
農
林
業
の
振
興
。

■
地
域
特
産
物
の
確
保
と
奨
励
と
供
給
。

■
中
小
企
業
・
商
店
街
支
援
・
大
規
模

店
舗
規
制
。

■
各
種
協
同
組
合
な
ど
社
会
的
企
業
の

創
設
を
図
る
。

■
動
物
愛
護
を
進
め
、
避
妊
手
術
助
成

を
行
う
。

③
子
ど
も
・
教
育
政
策

■
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
貧
困
対
策

を
強
化
す
る
。

■
児
童
虐
待
・
育
児
の
孤
立
化
防
止
。

■
保
育
所
・
学
童
保
育
所
確
保
。
待
機

児
童
や
保
留
児
童
を
解
消
。
保
育
の
質

の
確
保
や
保
育
料
の
無
料
化
。

■
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
無
料
化
。

国
に
制
度
化
さ
せ
る
。

■
学
校
給
食
の
無
料
化
や
給
食
の
安
全

性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
、
自
校

調
理
方
式
の
推
進
、
貧
困
家
庭
の
栄
養

確
保
。

■
就
学
援
助
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
や

柔
軟
な
対
応
。
所
得
制
限
水
準
の
高
設

定
や
高
校
ま
で
の
拡
大
、
自
治
体
給
付

型
奨
学
金
導
入
。

■
勤
労
者
の
学
ぶ
場
の
保
障
や
学
び
な

お
し
の
場
と
し
て
、
夜
間
中
学
の
開
設

や
定
時
制
や
通
信
制
高
校
の
維
持
、
自

治
体
の
支
援
。

■
た
だ
ち
に
30
人
学
級
な
ど
少
人
数
学

級
の
推
進
や
、
教
員
の
長
時
間
労
働
対

策
も
含
め
た
教
育
環
境
の
充
実
。
非
正

規
教
員
の
正
規
化
と
定
数
増
、
免
許
更

新
制
廃
止
。

■
い
じ
め
対
策
の
強
化
。
い
じ
め
発
生

事
後
対
策
の
第
三
者
委
員
会
な
ど
客
観

性
の
確
保
。

■
日
の
丸
・
君
が
代
の
強
制
や
国
家
主

義
の
道
徳
教
育
に
反
対
す
る
。

■
ブ
ラ
ッ
ク
部
活
防
止
・
ス
ポ
ー
ツ
の

勝
利
至
上
主
義
の
改
革
。

■
学
校
耐
震
化
、
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

通
学
路
の
安
全
性
確
保
な
ど
学
校
施
設

や
通
学
環
境
の
充
実
。

■
過
疎
化
と
学
校
統
廃
合
問
題
の
対
処
。

④
健
康
・
介
護
対
策

■
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
引
き
下

げ
と
国
保
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
短
期
保

険
証
や
資
格
証
問
題
へ
の
対
応
は
、
少

な
く
と
も
資
格
証
は
廃
止
さ
せ
る
。

■
公
立
病
院
を
守
る
。
民
間
も
含
め
た

医
療
機
関
の
確
保
や
各
種
健
康
診
断
の

充
実
を
図
る
。

■
70
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
は
一

律
１
割
に
戻
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
。

■
特
養
待
機
者
解
消
、
介
護
保
険
料
高

騰
対
策
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
家

庭
介
護
者
へ
の
支
援
、
介
護
職
員
の
労

働
条
件
向
上
、
利
用
料
負
担
の
解
消
。

要
支
援
者
の
介
護
保
険
へ
の
復
帰
。

⑤
暮
ら
し
・
福
祉
・
貧
困
対
策

■
公
的
責
任
と
人
権
保
障
を
福
祉
の
基

本
に
置
く
。

■
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
パ
ー
ソ
ナ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、

生
活
困
窮
者
対
策
を
推
進
す
る
。

■
生
活
保
護
の
充
実
と
保
護
率
を
高

め
る
。

■
公
営
住
宅
の
拡
充
と
家
賃
補
助
。

■
交
通
弱
者
の
た
め
の
自
治
体
内
交

通
確
保
策
を
進
め
る
。

⑥
障
が
い
者
福
祉
、
外
国
人
問
題
、
性

の
多
様
性
等

■
障
害
者
権
利
条
約
、
障
害
者
差
別

解
消
法
の
具
体
化
を
推
進
し
、
共
に

生
き
る
社
会
を
つ
く
る
。

■
65
歳
以
上
の
障
が
い
者
が
介
護
保

険
優
先
の
状
態
に
な
っ
た
際
、
自
己

負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス
減
少
に
な
ら
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

■
介
助
者
の
労
働
条
件
確
保
。

■
外
国
人
と
共
に
生
き
る
た
め
、
全
分

野
で
の
権
利
を
保
障
す
る
。

■
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
差
別
禁
止
の
条
例
化
。
同
性
婚
の
公

的
認
証
制
度
を
設
け
る
。

■
障
が
い
者
雇
用
の
推
進
・
職
場
確
保

を
進
め
、
障
が
い
者
の
福
祉
的
労
働
の

確
保
や
社
会
的
企
業
の
創
設
を
図
る
。

⑦
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

脱
原
発

⑧
防
災
・
交
通
安
全

⑨
平
和
、
税
制
、
経

済
政
策
等
国
政
課
題

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 2019年４月

自治体を住民の手に取り戻そう！

新社会党 ４月統一自治体選挙政策

お問い合わせ先
新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額６００円・送料１６４円

新
社
会
党
は
４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
の

政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
政
策
は
９
つ
の

柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
要
な
政

策
の
要
旨
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

消
費
税
は
５
％
に
戻
せ
！
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